




＜第三者保証＞ 

★を付したデータは、独立した第三者である KPMG あずさサステナビリティ株式会社によ

る限定的保証を受けています。 

 

＜連結 Scope 1, 2 排出量＞ 

t-CO2 2025 年度 

Scope 1 900 ★ 

Scope 2（マーケット基準） 2 ★ 

 

算定範囲 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社およびその連結子会社（国内・

海外。ただし、REIT ブリッジ等の目的で保有している不動産の排出量は

除く）。 

算定期間 

 3 月決算企業：各年度 4 月 1 日～3 月 31 日 

 12 月決算企業：各年度 1 月 1 日～12 月 31 日 

 1 月決算企業：各年度 2 月 1 日～1 月 31 日 

対象活動 
GHG プロトコル（GHG Protocol）を参照とした直接排出（Scope 1）お

よび間接排出（Scope 2） 

算定方法 

 温室効果ガス排出量は、 GHG プロトコルを参照し、下記の排出係数

を使用して算定している。 

 Scope 1 算定に関する排出係数 

（ガス）環境省「ガス事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス

排出量算定用）-R6 年度供給実績-」記載のガス事業者ごとの基礎排出

係数を使用し、ガス事業者別排出係数が不明な場合は代替値（省令の

排出係数）を使用。 

（ガス以外）環境省 「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係

数一覧」記載の排出係数を使用。 

 Scope2 算定に関する排出係数 

（国内）環境省「電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス

排出量算定用）-R6 年度実績-」記載の電気事業者ごとの基礎排出係数

を使用。 

（海外）原則として、IEA 「Emissions Factors 2025」（2025 年）に記載

の 2023 年の国別係数を使用。  

注記・補足 

 温室効果ガス排出量の定量化は、活動量データの測定、及び排出係数

の決定に関する不確実性並びに地球温暖化係数の決定に関する科学的

不確実性にさらされている。 



 

 2024 年度まで Scope1 として計上していた、SMBC Aviation Capital

におけるフェリーフライトに係る温室効果ガス排出量について、排出

量の計上区分に関する考え方の見直しを実施した。それに伴い、2025

年度より Scope1 から Scope3 へ計上区分を変更している。 


